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研究成果の概要（和文）：複数の地方都市において10年間にわたる健康増進計画の策定、計画の実施と評価を通
じて、地域の健康レベル向上を検証した。その結果、学童、生徒においては、肥満者の増加が危惧され、また日
常のストレスがある子供が増えている。生活習慣病予防とストレス対策の必要性が示唆された。コロナ禍で、家
庭での交流が増える一方で社会的交流が減少した。
成人では、生活習慣病予防対策は引き続き必要である。ウェルネス向上のためには、子育て世代から社会的交流
を増やし、住民と共にウェルネスを共創する街づくりシステムの構築が必要である。また、ライフコース一貫し
た生活習慣病対策やウェルネス増進対策を策定推進することが肝要である。

研究成果の概要（英文）：We examined the improvement of local health levels through the 
implementation and evaluation of health promotion plans over a period of 10 years in several 
regional cities. As a result, there is concern that the number of obese people among schoolchildren 
and students is increasing, and the number of children with daily stress is increasing. These 
results suggest the need to prevent lifestyle-related diseases and prevent stress. Due to the Corona
 disaster, social interaction has decreased while interaction at home has increased.
In adults, preventive measures against lifestyle-related diseases continue to be needed. In order to
 improve wellness, it is necessary to increase social interaction from the child-rearing generation 
and build an urban development system that co-creates wellness together with residents. In addition,
 it is essential to formulate and promote measures against lifestyle-related diseases and wellness 
promotion that are consistent throughout the life course.

研究分野： ウェルネス　健康づくり政策評価　母子保健　成人保健　老人保健

キーワード： ウェルネス増進要因　ライフスタイル世代間・時代間格差　小児期からのライフコース健康増進　ウェ
ルネス共創型まちづくり　ストレス予防　肥満予防

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
健康増進計画を通してウェルネスU字カーブ（中年で低下）出現を抑制し、各世代のウェルネスが高い街づくり
に繋がり、健康増進計画の策定、事業展開は心身の健康増進に寄与した。しかし、小児期から生活習慣病発症リ
スクである肥満対策やストレス・メンタルヘルス対策が健康増進に必要である。コロナ禍のため地域の社会的交
流は減少したが、一方で家庭交流が増加した。コロナ終息後、小児や家族の社会・生活行動がメンタルヘルスや
生活習慣病発症に及ぼす影響を検証し、ウェルネス増進に寄与する保健予防事業を立案、実施する必要がある。
健康増進計画策定実施は、住民のウェルネス向上とライフコース一貫した健康支援システムの構築に貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
都市部、地方を問わず全ての世代が協働した街づくりが欠かせない（国交省 2015）。しかし

ウェルネス志向の健康な街づくりは未だ緒に就いた処である（木俣 2016）。 

本研究は、人口減少社会に備えて健康なライフコースを紡ぐシステムとウェルネス共創型街

づくりを融合し、自治体に実装したウェルネス効果を総合的に評価する。国内外では単独の地

域・地区において先駆的な取り組み（Paskett E 2016,Yap P 2015,Brown LD 2014 他）が行わ

れている。しかし、住民が参画し健康なライフコース支援システムとウェルネス共創型街づく

りの融合を中小自治体で同時に試み、その総合的評価を元に他の自治体への実装を目指す研究

は殆どない（木俣 2014）。本研究の成果から世界に先駆けて到来する人口減少社会と成熟社会

に備え健康なライフコースを紡ぐシステムを持つ街づくりを提示し普及できる。 

本研究の学術的な問いは、住民が参画して人口減少社会に備えて、ライフコースや生活の場

が途切れることなく健康なライフコースを支援するシステムの構築と、次世代街づくりの融合

が地域や住民のウェルネスを向上させるかを検証することにある。 

一方で、学術的特色・独創的な点は、①家庭・学校・職域の生活の場が切れ目なく健康なラ

イフコースを紡ぐシステムとウェルネス共創を志向した街づくりが融合した住民参画型研究、

②喫緊の課題、人口減少社会と成熟社会に備えて自治体に実装できるエビデンスのある街づく

りの先駆的な実装研究、③中小自治体で同時進行する施策の総合的評価研究の３点にある。 

研究は地域社会への実装が狙いであることから、人口減少社会と成熟社会に直面する地方自

治体にウェルネス向上に繋がるエビデンスのある地域活性化戦略を提示できる。 

 
 
２．研究の目的 
 

核をなす学術的な問いは、住民が参画して人口減少社会に備えてライフコースや生活の場が

途切れることなく健康なライフコースを支援するシステムの構築と次世代街づくりの融合が地

域や住民のウェルネスを向上させるかを検証することにある。 

 既に大都市中心部に実装した街づくり（科研費 B代表）を発展させ、以下を明らかにする。 

①人口減少社会に備えて住民主体で健康なライフコース支援システムとウェルネス向上を志向

した街づくりを融合した多角的な戦略を実施する。 

②ウェルネス共創型街づくりの効果を無作為パネル調査によって総合的に評価にする。 

③多角的な戦略（保健事業、システム構築等）によるエビデンスのあるウェルネス志向の街づ

くりを、拠点自治体から他の自治体に普及し波及効果を目指す。 

 
 
３．研究の方法 
 

１）実装：住民参加のワークショップを開催しライフコースと生活の場の切れ目ない健康なラ

イフコースを紡ぐ支援システム（プラットホーム、ライフコース、地域包括、ネットワーク）

とウェルネス志向の共創型街づくりが融合した地域拠点を創出し構築する。 

２）総合評価：無作為パネル調査を実施しウェルネス等と課題目標達成を総合的に評価する。 

宇治田原町(１万人)：平成 27 年度に 18歳以上住民 1,000 人を無作為抽出し調査を実施した



（３、８、13歳は悉皆調査）。調査項目は、ウェルネス（WHO-QOL 1992）、基本属性、健康実

態、ライフスタイル（食、喫煙、運動、飲酒、趣味、生きがい、休養、ストレス等）、地域活動

参加、地域の繋がり、住み心地良さ等である。13 歳は運動、休養、ストレス、３、８歳は生活

リズム、育児等である。５年後（平成 32年年）に同様に無作為調査を実施する。 

木津川市(８万人）：平成 28 年度に 18歳以上住民 7,000 人を無作為抽出し調査を実施した

（３、８、13歳は悉皆調査）。調査項目は宇治田原町と同様。５年後（平成 33年度）に同様に

調査しウェルネス等を比較検討する。 

総合評価は、住民のウェルネス、ライフスタイル等、及び｢京都府健康寿命向上対策事業｣報

告書で示した中長期目標達成をアウトカムとする。部門別に各種保健事業等についてアウトプ

ット、プロセス等評価も行い、PDCA サイクルに従って今後の展開に結び付ける。 

 

 
４．研究成果 
 

１）健康増進計画評価 
 
(1)宇治田原町 第２期すこやかうじたわら 21 プラン  2021 年 3 月 

（2010 年度、2015 年度、2020 年度の増進計画評価） 
 10 年間の成果と課題を踏まえて、｢基本方針：みんなで創ろう 1-笑顔あふれる 元気・健
康・宇治田原-｣を設定し、基本方針の具体的なキーワード①生活している時代にあった健康
づくり、②宇治田原らしさを取り入れた健康づくり、③住民の参画協働による健康づくり、
が決定された。健康づくりをライフステージ別（妊娠・乳幼児期、児童・生徒期、青年・壮
年前期、壮年後期、高齢期）に設定し、重点的な取り組みを、①各種健（検）診の受診率向
上、②生活習慣病の発症予防と重症化予防、生涯を通じた健康づくり、④食育の推進（食育
推進計画）とした。 
 
(2)木津川市 第２次すこやか木津川 21 プラン（健康増進計画・食育計画）2022 年 3 月 

（2010 年度、2015 年度、2020 年度の増進計画評価） 
 10 年間の成果と課題を踏まえて、｢基本方針：つながる輪 すくすく・いきいき・ときめ
き｣を設定し、基本方針の具体的なキーワード①個人の健康観に沿った健康づくり、②健康
で心豊かに生活できる未来を描く健康づくり、③地域の特性を活かし市民と協働して目指
す健康づくり、④妊娠期・乳幼児期からの人生の基盤となる健康づくりが決定された。健康
づくりを分野別（栄養・食生活、運動・身体活動、休養、飲酒、喫煙、歯・口腔の健康、こ
ころの健康、健康診査・そのほか）に設定し、重点的な取り組みとした。 
 
２）地域ウェルネス 
 
(1)ウェルネスの推移（５年間）2015 年度-2020 年度 （木津川市、宇治田原町） 
（１）事例１：2015 年 木津川市 
 2015 年：精神的健康良好群は男性では 20 歳未満の未成年が高く、その後減少し中年層
40 歳代が最も低くなるものの、高齢期では回復し 70％前後を維持するが 80 歳代では減少
する。一方、女性では 20 歳未満（例数が少ない）は精神的良好群が少なく男子と格差が大
きいが、20 歳代では男性とほぼ同じとなり、年齢とともに徐々に上昇し、高齢期は男性同



様に 70％を超える。 
 
（２）2020 年（2020 年度） 木津川市 
 2020 年：男性、女性ともに精神的健康良好群は若年層が高く、中年期 40 歳代に最も減少
し、60 歳代で最も高くなる。この傾向は、男性が女性に比べてより顕著で、40 歳代で未成
年や 60 歳代と格差が大きい。 
 未成年では 2015 年度に比べて精神的健康良好群が多いが 40 歳代に最も低下し、低下す
るレベルはほぼ同じである。一方、高齢期は 2015 年度に比べて精神的健康良好群が少ない。 
 総数でみると、2015 年度は精神的健康良好群が年齢と共に徐々に増加する一方で、2020
年度は中年期と高齢期に低下する２峰性を示し、この傾向は男性でより顕著である。 
 高齢者は必ずしも精神的健康が低いとは言えず、むしろ 40 歳代で最も低く、この傾向は
近年の先進国の傾向と同様であった。中年期における精神的健康が心身の健康をバランス
よく維持増進していくことが必要である。精神的健康の U 字カーブの関連要因を検証し、
心身の健康を維持増進しウェルネス共創型の健康づくりを創造することが必要である。 
 
３）健康寿命の延伸 
 
(1)フレイル発生状況 
 健康寿命延伸を目的として、40 歳以上の住民を対象にフレイル判定にイレブンチェック
を実施し、フレイル出現を早期に発見し早期に予防活動を企画・実践するための基本情報を
入手した。 
 イレブンチェックに準じてフレイル出現率をみると、中年では 40％位で推移し中年前期
では男性が女性に比べて若干低く、後期はその逆で女性が低くなった。フレイル出現率は 70
歳代から増加し、女性が男性に比べた高い状態が続き 80 歳代以上では 70％台に達する。 
 フレイルは、想定したよりも若い世代から出現し、フレイルの兆候が見られる項目のうち
特に 40 歳代では「１回 30 分以上の汗をかく運動を週２日以上、１年以上実施している」、
「昨年に比べ外出が減少している」、50 歳代では「１回 30 分以上の汗をかく運動を週２日
以上、１年以上実施している」、「自分に活気があふれていると思う」で該当する者が多く、
後者は男性で顕著であった。 
 コロナ禍であったことを勘案しても、フレイルの兆候は予想よりも早期に出現し、今回の
調査では 40 歳代より兆候が見られる者が出現している。身体だけでなく社会的、精神心理
的フレイルの兆候に 40 歳代より注意を喚起することが健康寿命延伸や介護予防に繋がるこ
とが示唆された。 
 
４）健康課題改善に向けた、新たな保健事業の実施と評価 
 
地域保健事業・事例１）中学生からのヘルスプロモータの育成（宇治田原町）： 
 町立中学校において２学年全学生を社会学習教育（がん教育、食育教育、生活習慣病教育
等）の一環として、中学校と京都府等と協働して「中学生からのうじたわらヘルスプロモー
タ育成」事業を展開した。町の健康課題（高血圧と家族への影響）、高血圧に関する知識、
血圧測定、実際の塩分量目視、塩分濃度測定（給食スープ）、スナック菓子（塩分含有量）
観察などの演習も実施した。 



 同町の健康課題である高血圧予防を、中学生から生活習慣病と高血圧予防を学び、町のヘ
ルスプロモータとして養成し、健康課題解決の担い手や実践者として家庭や地域で貢献す
る人材確保を進めた。中学校の学年主任、クラス担当教諭の協力を得て、ヘルスプロモータ
育成事業の教育前後で、高血圧の知識、塩分摂取等の習熟度およびヘルスプロモータへの意
向を評価した。その結果、知識の習熟度が向上し、ヘルスプロモータになる意向がある者が
大多数を占めた。 
 
地域保健事業・事例２）NaK（ナトカリ）計を活用した多世代同時高血圧予防： 

地域高齢者集い、育児サークル、職域企業等において多世代集団を対象にした地域予防事
業（木津川市） 
 健康課題である生活習慣病予防のうち、外来受診者が最も多い高血圧について多世代同
時に NaK（ナトカリ）計を活用した予防教室を企画実施した。対象は高齢者（地域の集い
の参加者）、母親（育児サークル参加者）、就労者（近隣企業・職域）であった。アウトカム
評価は、予防事業前後で後述の指標を用い、効果を評価した。アウトカム評価指標は、NaK
（ナトカリ）値、塩分チェック表、ヘルスリテラシとした。 
 その結果、高齢者では Nak 値が有意に改善した。職域では、塩分チェックによる指標が
有意に改善した。一方で、母親では有意な改善が認められた指標はなかった。 
 
地域介保健事業・例３）ポピュレーションアプローチ： 

市町の観光地（ハートの窓で著名な地元寺院および宇治田原町が日本茶発祥の地である
ころから茶畑）の写真を用いた高血圧予防のポスターを観光施設、小中学校、役場・文化セ
ンター等公共施設、自治会館・公民館、企業等に貼付し、高血圧予防ポスター（血圧測定等）
を住民に広く周知した。また、全ての公民館・自治会館、観光施設、工業団地、小中学校・
幼稚園等教育機関、公共施設などに自動血圧計、利用説明パンフ等を常設し、血圧測定を促
した。 

行政機関の巡回で血圧計利用は、住民、工業団地就労者、観光客、中学生、行政機関・学
校職員等で利用が視認された。また住民調査においてポスターや血圧計等の認知や血圧測
定が確認された。 
 
５）まとめ 

本研究課題では、ウェルネス共創型街づくりと健康なライフコースを紡ぐ支援システム
の融合拠点の創生を目指して、住民調査を基に住民のウェルネスを高める街づくりを推進
した。一方で、心身の健康づくりを推進するために、ライフコースを通じた、地域が抱える
様々な健康課題に対処するため多世代対応の、またライフコース一貫した健康支援事業や
新たな保健事業の実施を試みている。 

今後地方自治体において住民のウェルネスを維持向上する街づくりを基盤にして、母子
保健、成人保健、高齢者保健等を統合した、ライフコース一貫した健康支援システムを構築
する足掛かりになると考える。 
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